





り H 西 日 


2022 年 2 月 16 日 
西日本 旅客 鉄道 株 式 会 社 


特急 ! や くも 」 へ の 新型 車両 の 投入 に つい て 


JR 西日本 グル ー プ で は 「」R 西 日 本 グル ー プ 中 期 経営 計画 2022」 に 掲げ る 、 地 域 共生 の 
深耕 に 向け て 新幹線 を 基軸 と し た 広域 鉄道 ネッ トワ ー ク の 磨き 上 げ の 取り 組み を 進め て い 
ます 。 そ の 中 で も 、 山陰 ・ 山 陽 エ リア を 結ぶ 特急 「 や くも 」 は これ まで 50 年 に 渡り 多く の 
お 客 様 に ご 利用 いた だ いて きま し た 。 こ の 度 、 特急! や くも 」 の サー ビス レベ ル や 輸送 品質 
の さら な る 向上 の た め 、 新 型 車 両 の 投入 が 決定 し まし た の で お 知ら せ し ま す 。 





新型 車両 イメ ー ジ (※ 詳 細 仕様 、 デ ザイ ン は 検討 中 ) 
1. 車両 形式 、 投 入 車 両 数 
・ 車 両 形式 273 系 特急 形 直流 電車 
・ 投 入 車両 数 44 両 (4 両 X11 編成 ) 


2. 運行 区 間 
岡山 駅 一 出雲 市 駅 


3. 車両 概要 
[安全 性 ・ 安 定性 ] 
・ 防 犯 カ メラ の 設置 に よる 車内 セキ ュ リ ティ 向上 
・ 車 体 の 衝突 安全 対策 、 機 器 の 二 重 系 化 等 
[快適 性 ] 
・ 新 た に 開発 ・ 実 用 化し た 、 国 内 初 と な る 「 車 上 型 の 制御 付 自然 振り 子 方 式 ※」 に よる 
乗り 心地 の 向上 


※ 車 上 の 曲線 デー クタ と 走行 地点 の デー タ を 連続 し て 照合 し 、 適 切な が タイ ミン グ で 車体 を 傾斜 させ る 
(当社 、 鉄 道 総 合 技術 研究 所 、 川 崎 車両 の 共同 開発 ) 


・ 座 届 間 隔 の 拡大 、 座 り 心 地 を 改善 し た 座 居 の 採用 
・ 空 気 清浄 機 の 搭載 、 折 菌 ・ 抗 ウイ ルス 加工 に よる 安心 し た 車内 環境 づく り 








[バリ アフ リー・ 利 便 性 」 
・ 車 椅子 スペ ー ス の 拡大 、 多 目的 室 の 設置 な ど 幅 広い ご 利用 層 を 意識 し た 設備 の 充実 
・ 車 内 Wi-Fi、 全 席 コ ン セ ント 、 大 型 荷 物 ス ペー ス 設 置 

| 環境 負荷 の 軽減 」 
・ よ り エ ネル ギー 変換 効率 に 優れ た VVVF 制御 装置 、LED 照明 等 に よる 省エネ 化 


4 . 営業 開始 時 期 
2024 年 春 以 降 、 営 業 運転 開始 予定 


5. 現行 車両 (381 系 ) 国鉄 色 化 リバ イ バ ル 編成 の 運転 
新型 車両 授 入 に 向け て 、 伯 備 線 で 特急 「 や くも 」 の 運転 開始 か ら 50 周年 を 迎え る 
2022 年 3 月 に 381 系 1 編成 (6 両 ) の 沙 装 を 懐か し い 国 鉄 色 に 変更 し て 運転 し ます 。 





(1) リバ ベイ バ ル 編 成 の 運転 開始 日 
2022 年 3 月 19 日 ( 土 ) て ーー 


(2) 対象 列車 
特急 「 や くも 」 8・9・24・25 号 


今回 ご 案内 の 取り 組み は 、SDGs 目標 の 7 番 、9 番 、11 番 、13 番 に 真 献 す る も の と 


考え て いま す 。 


Et 


/ エネ ルギー を みん な に まま 4 た まり) 1 住み 続け られ る 13 
そし て クリ ー ン に 基盤 を つく ろう まち づく り を 具体 的 な 対策 を 


pveLopueNT 8ALS 床 員 ぐ で > 


JH 西日本 の レーブ 
JR 西日本 グル ー プ は 持続 可能 な 開発 目標 (SDGs) を 支援 し て いま す 。 So 


we 
ZI 





